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セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
女
性
に
対
す
る
暴
力
概
念

山

﨑

文

夫

は
じ
め
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
法
的
に
は
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
（violence

against
w
om
en;
violences

faites
aux
fem
m
es

）」と
と
ら
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

る
。

は
じ
め
に

一

国
連
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

二

Ｅ
Ｕ
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力

と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

１

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

２

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

三

わ
が
国
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

む
す
び
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フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
あ
る
定
義
に
よ
れ
ば
、
暴
力
（violence

）
は
、
法
的
に
は
狭
く
定
義
さ
れ
、
個
人
に
よ
る
他
者
に
対
す
る
違
法
な

有
形
力
の
行
使
と
さ
れ
る
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
よ
り
広
義
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
暴
力
を
、
他
者
を
害
す
る
身
体
的
精
神
的
行
動
と
定
義

す
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
ひ
と
つ
の
例
は
、
暴
力
の
連
鎖
の
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
殺
人
・
レ
イ
プ
な
ど
の
有
形
的
行
為
か
ら
、
性

差
別
的
・
人
種
差
別
的
虐
待
に
あ
た
る
言
葉
に
よ
る
行
為
ま
で
の
幅
広
い
有
害
な
行
動
が
含
ま
れ
る
と
す
る
（Jane

Pilcher
&
Im
elda

W
helehan,

50
K
ey
C
oncepts

in
G
ender

Studies,
Sage

Publications,
2004,

pp.172
et
s.

）。
ま
た
、
「
暴
力
に
は
、
以
下
の
行
為
す

べ
て
が
含
ま
れ
る
。
脅
迫
、
束
縛
、
力
に
よ
っ
て
、
公
的
な
、
あ
る
い
は
私
的
な
生
活
で
、
女
性
た
ち
に
、
物
理
的
、
性
的
あ
る
い
は
心

理
的
な
苦
痛
を
与
え
る
行
為
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
ヘ
レ
ナ
・
ヒ
ラ
ー
タ
ほ
か
編
『
読
む
事
典
女
性
学
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、

三
三
五
頁
）。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
に
基
づ
い
て
公
的
・
私
的
に
女
性
に
向
け
ら
れ
た
身
体
的
・

性
的
・
精
神
的
強
制
力
の
行
使
」
を
い
う
と
定
義
す
る
も
の
が
あ
る
（
井
上
輝
子
ほ
か
編
『
岩
波
女
性
学
事
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

年
、
二
三
二
頁
）。

各
国
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
、
法
的
に
も
社
会
的
に
も
、
暴
力
的
で
深
刻
な
も
の
か
ら
ご
く
軽

微
な
も
の
ま
で
様
々
な
形
態
を
指
し
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
暴
力
と
い
う
言
葉
は
、
法
的
に
は
、
上
記
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

も
認
め
る
よ
う
に
、
有
形
力
の
行
使
と
し
て
狭
く
定
義
さ
れ
て
い
る
た
め（「violence＝

有
形
力
の
行
使
。
通
常
、
憤
激
、
激
情
又
は
憤

慨
を
伴
う
。
と
く
に
、
故
意
に
違
法
に
行
わ
れ
る
有
形
力
の
行
使
」B

lack’s
L
aw
D
ictionary,

8
th
edition,

W
est,
2004,

p.1601.

）、
筆

者
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ひ
と
く
く
り
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
と
ら
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を

え
な
い
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
で
は
な
い
が
、
最
近
の
わ
が
国
の
裁
判
例
に
も
、
女
性
「
原
告
は
、
男
性
が
妊
娠
・
出

産
に
対
す
る
周
到
な
配
慮
と
準
備
を
し
な
い
ま
ま
、
避
妊
を
せ
ず
に
す
る
性
交
渉
は
、
男
性
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
で
あ
り
、
不
法
行
為
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を
構
成
す
る
な
ど
と
主
張
す
る
。
…
…
し
か
し
、
本
件
性
行
為
の
よ
う
に
、
原
告
と
被
告
が
合
意
の
上
、
し
か
も
、
原
告
が
避
妊
具
を
装

着
し
な
い
性
行
為
に
よ
り
妊
娠
す
る
可
能
性
を
認
識
し
な
が
ら
そ
れ
を
容
認
し
、
拒
む
こ
と
な
く
行
っ
た
性
行
為
の
結
果
、
原
告
が
妊
娠

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
性
行
為
が
被
告
の
原
告
に
対
す
る
暴
力
で
あ
る
な
ど
と
法
的
に
評
価
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
／

〔
＊
筆
者
註
〜
以
下
段
落
を
示
す
。〕
上
記
原
告
の
主
張
及
び
こ
れ
に
沿
う
甲
六
二
の
意
見
書
等
は
、
事
実
の
一
部
の
み
を
過
大
視
し
、

実
定
法
の
規
定
あ
る
い
は
解
釈
に
基
づ
か
な
い
独
自
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
損
害
賠

償
請
求
事
件
・
東
京
地
判
平
二
一
・
五
・
一
七
判
時
二
一
〇
八
号
五
九
頁
、
同
・
東
京
高
判
平
二
一
・
一
〇
・
一
五
判
時
二
一
〇
八
号
五

七
頁
）
と
述
べ
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
概
念
に
基
づ
く
法
解
釈
の
主
張
を
否
定
的
に
解
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
男
女
平

等
法
制
が
進
展
し
た
現
在
の
わ
が
国
等
に
お
い
て
、
女
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
み
を
暴
力
と
し
て
問
題
と
す
る

こ
と
に
も
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
わ
る
国
連
の
女
性
差
別
撤
廃
条
約
関
連
の
議
論
、
Ｅ
Ｕ
及
び
フ
ラ
ン
ス

の
議
論
、
そ
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
同
条
約
の
国
内
法
化
に
か
か
わ
る
議
論
を
検
討
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
女
性
に

対
す
る
暴
力
と
と
ら
え
る
こ
と
の
意
義
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

国
連
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
一
九
七
九
年
一
二
月
一
八
日
、
第
三
四
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
が
、
同
条
約
は
、
「
こ
の
条
約
の
目
的

に
関
し
、
『
女
性
に
対
す
る
差
別
』
と
は
、
性
に
基
づ
く
区
別
、
排
除
又
は
制
限
で
あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、

市
民
的
そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
、
男
女
平
等
に
基
づ
く
、
婚
姻
上
の
地
位
に
関
わ
ら
な
い
、
女
性
に
よ
る
承
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認
、
享
受
又
は
行
使
を
、
害
し
又
は
無
効
に
す
る
効
果
又
は
目
的
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。」（
第
一
条
）
と
定
義
す
る
と
と
も
に
、
「
締

約
国
は
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
を
非
難
し
、
適
切
な
手
段
に
よ
り
、
か
つ
、
遅
滞
な
く
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃

す
る
政
策
を
追
求
す
る
こ
と
に
合
意
」
す
る
（
第
二
条
、
第
二
四
条
）
と
規
定
し
て
、
締
約
国
に
女
性
差
別
撤
廃
の
た
め
に
政
策
追
求
す

る
包
括
的
な
義
務
を
課
し
て
い
る
。
同
条
約
は
、
そ
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
国
内
法
と
し
て
直
接
に
実
施
さ
れ
、
具
体
的
な
法
律
関

係
に
つ
い
て
国
内
の
裁
判
所
が
裁
判
規
範
と
し
て
適
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
履
行
確
保
の
た
め
の
制
裁
を
備
え
て
お
ら
ず
、

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
を
設
置
し
て
（
第
一
七
条
以
下
）、
締
約
国
か
ら
の
実
施
状
況
報
告
書
を
審
議
し
、
締
約
国
に
勧
告
（
第
二
一
条
）

を
す
る
こ
と
等
に
よ
り
漸
進
的
に
そ
の
履
行
を
図
る
手
続
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
手
続
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
よ
り
平
等
な
モ
デ
ル

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
当
性
を
提
示
し
、
女
性
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す
る
よ
う
締
約
国
政
府
に
促
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
理
念
を
共

有
し
よ
う
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
条
約
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
明
記
し
て
い
な（
１
）い。
国
際
法
上
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
認
識
が
正
式
に
表
明
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
関
心
が
幅
広
く
広
が
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ（
２
）る。

と
こ
ろ
で
、
同
条
約
に
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
何
ら
の
言
及
も
な
い
が
、
そ
れ
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な

い
。
キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ａ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
教
授
の
著
名
な
著
書
、Sexual

H
arassm

ent
of
W
orking

W
om
en

が
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た

の
は
、
同
条
約
と
同
じ
一
九
七
九
年
で
あ
り
、
当
時
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

さ
え
、
国
内
法
上
も
議
論
は
黎
明
期
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
他
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
諸
形
態
と
は
異
な
り
、
国
際
法
上
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ（
３
）る。

国
連
の
文
書
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
文
言
が
登
場
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
の
第
二
回
国
連
世
界
女
性
会
議
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）

で
採
択
さ
れ
た
国
連
婦
人
の
一
〇
年
後
半
期
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
で
あ
る
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
国
際
婦
人
の
一
〇
年
の
間
に
国

際
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
一
九
八
九
年
第
八
会
期
で
採
択
さ
れ
た
一
般
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勧
告
第
一
二
（
女
性
に
対
す
る
暴
力
）
に
お
い
て
さ
え
、
同
勧
告
は
、
条
約
締
約
国
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
含
む
）
に
関
す
る
情
報
を
同
委
員
会
へ
の
定
期
報
告
書
に
記
載
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
に
過
ぎ

な
い
。
当
時
、
わ
が
国
で
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
一
九
九
二

年
第
一
一
会
期
で
は
、
急
遽
審
議
の
優
先
順
位
が
女
性
に
対
す
る
暴
力
問
題
に
変
更
さ
れ
、
同
会
期
は
こ
の
問
題
に
振
り
回
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
問
題
は
、
急
速
に
重
要
な
問
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ（
４
）る。

一
九
九
二
年
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
に
よ
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
一
般
勧
告
第
一
九
号
は
、「
性
に
基
づ
く
暴
力
は
差
別
の
一
形
態
」

（
第
一
項
）
で
あ
る
と
規
定
し
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
差
別
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
身
体
接
触
、
言
い
寄
り
、
性
的
な
コ
メ
ン
ト
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
見
せ
る
こ
と
、
口
頭
ま
た
は
行
動
に
よ

る
性
的
要
求
等
の
歓
迎
さ
れ
な
い
性
的
な
所
定
の
ふ
る
ま
い
を
含
む
も
の
と
す
る
。
か
か
る
言
動
は
、
屈
辱
的
な
も
の
で
あ
り
、
安
全
・

健
康
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
女
性
が
、
そ
の
拒
絶
が
自
ら
の
雇
用
に
関
し
て
退
職
及
び
勧
奨

を
含
む
不
利
益
を
も
た
ら
す
と
信
じ
る
合
理
的
理
由
を
有
す
る
と
き
、
又
は
そ
れ
が
敵
対
的
職
場
環
境
を
つ
く
り
出
す
と
き
、
差
別
的
で

あ
る
。
実
効
的
な
申
立
手
続
及
び
救
済
措
置
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」（
第
一
九
項
）、
「
締
約
国
は
、
報
告
書
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
、
及
び
、
事
業
所
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
そ
の
他
の
形
態
の
暴
力
又
は
強
制

か
ら
女
性
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
情
報
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
二
〇
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。
同
勧
告
は
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た（
５
）が、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
厳
密
な
定
義
は
定
め
て
い
な
い
。

国
連
は
、
一
九
九
三
年
一
二
月
一
二
日
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
」
に
お
い
て
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た（
６
）が、
同
宣
言
は
、
第
一
条
に
お
い
て
、
女
性
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に
対
す
る
暴
力
を
定
義
し
、
「
こ
の
宣
言
の
目
的
に
関
し
、
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
』
の
文
言
は
、
女
性
に
対
し
、
身
体
的
、
性
的
又
は

精
神
的
危
害
若
し
く
は
苦
痛
を
も
た
ら
す
、
又
は
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る
、
公
的
生
活
又
は
私
生
活
に
お
け
る
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
基
づ
く
暴
力
を
意
味
し
、
か
か
る
行
為
の
脅
迫
、
強
要
、
恣
意
的
な
自
由
の
剥
奪
を
含
む
も
の
と
す
る
。」
と
す
る
と
と
も
に
、
第
二

条
に
お
い
て
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
…
…
ｂ
。
職
場
、
教
育
機
関
等
に
お
け
る
、
レ
イ
プ
、
性
的
虐
待
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
脅
迫
、
女
性
の

人
身
売
買
及
び
強
制
売
春
を
含
む
、
一
般
社
会
に
お
い
て
生
じ
る
身
体
的
、
性
的
又
は
心
理
的
暴
力
。
…
…
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
な

さ
れ
た
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
定
義
は
、
か
な
り
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
宣
言
の
よ
う
に
国
際
人
権
基
準
を
採
択
す
る
国

連
総
会
決
議
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
人
権
基
準
を
採
択
す
る
国
連
総
会
決
議
等
は
、
人
権
条
約
の
よ
う
に
国
際
法
上
の

法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
と
す
べ
て
の
国
家
に
そ
の
尊
重
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
人
権
の
普
遍
性
を
確
保
し
、

人
権
に
関
す
る
国
際
的
合
意
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ（
７
）る。

ま
た
、
こ
の
宣
言
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
国
連
人
権
委
員
会
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
特
別
報
告
者
の
予
備
報
告
書
（
一
九
九
四
年
）
は
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
明
確
な
定
義
は
、
文
化
的
価
値
及

び
規
範
に
よ
り
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ふ
た
つ
の
重
要
な
要
素
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
が
望
ま
な
い
性
的
関
心
又
は
相
手
に
不

快
若
し
く
は
脅
迫
的
な
性
的
関
心
で
あ
る
。」
と
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
九
五
年
九
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
第
四
回
世
界
女
性
会

議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
北
京
宣
言
」
及
び
「
北
京
行
動
綱
領
」
に
お
い
て
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

（
宣
言
第
二
九
条
、
行
動
綱
領
第
Ⅳ
章
・
戦
略
目
標
及
び
行
動
、
Ｄ
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
等
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も

そ
の
一
形
態
と
さ
れ
た
が
、
同
宣
言
は
、
い
か
な
る
行
為
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
か
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
国
連
人
権
委
員
会
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
特
別
報
告
者
の
最
終
報
告
書
（
二
〇
〇
三
年
）
も
、
暴
力
が
多
面
的
な
問
題
で
あ
り
、
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単
純
で
単
一
的
な
解
決
は
あ
り
え
な
い
と
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
明
確
な

定
義
を
置
い
て
い
な
い
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
は
、
そ
の
後
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
形
式
に
は
な
っ
て
い
な
い
し
、

国
連
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
に
お
い
て
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
具
体
的
な
内
容
は
合
意
に
至
っ
て
い
な（
８
）い。

現
在
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
締
約
国
実
施
状
況
報
告
書
及
び
同
国
に
対
す
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
お
い
て
、
幅
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
及
び
発
現
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
の
準

備
を
国
連
事
務
総
長
に
求
め
た
二
〇
〇
三
年
国
連
総
会
決
議
（
五
八
／
一
八
五
）
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
、
国
連
総
会
第
三
委
員
会

に
、
事
務
総
長
報
告
書
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
（In-depth

study
on
all
form
s
of
violence

against
w
om
en
−
R
eport

of
the
Secretary-G

eneral

）」が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、
「
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
『
女
性
に
対

す
る
暴
力
』
と
は
、
女
性
で
あ
る
が
故
に
女
性
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
又
は
女
性
が
不
均
衡
に
犯

さ
れ
る
暴
力
を
い
う
。」
と
定
義
し
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
国
連
に
お
い
て
、
差
別
の
一
形
態
及
び
女
性
の
人
権（hum

an
rights

）

侵
害
と
し
て
、
急
速
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。」
と
し
て
、
各
国
等
に
対
応
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
、
国
連
女
性
の

地
位
委
員
会
議
長
の
要
請
を
受
け
て
、
パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
が
、
「
団
結
し
よ
う
、
女
性
へ
の
暴
力
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

（U
N
iT
E
to
E
nd
V
iolence

A
gainst

W
om
en

）」と
い
う
女
性
に
対
す
る
暴
力
世
界
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
五
年
）
を

立
ち
上
げ
て
、
現
在
、
展
開
中
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
す
べ
て
の
国
が
二
〇
一
五
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
五
つ
の
目
標
と
し

て
、
⒜
国
際
人
権
基
準
に
従
い
女
性
及
び
少
女
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
処
理
し
処
罰
す
る
国
内
法
の
制
定
及
び
施
行
、
⒝
予

防
を
強
調
し
適
切
な
財
源
に
裏
付
け
ら
れ
た
多
分
野
に
わ
た
る
国
内
行
動
計
画
の
策
定
及
び
実
施
、
⒞
女
性
及
び
少
女
に
対
す
る
多
様
な

形
態
の
暴
力
の
広
が
り
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
及
び
分
析
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
⒟
全
国
的
及
び
地
方
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
策
定
し
、
暴
力

予
防
並
び
に
虐
待
を
受
け
た
女
性
及
び
少
女
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
広
範
な
市
民
社
会
の
関
係
者
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
、
⒠
紛
争
状
態
下
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で
の
性
的
暴
力
を
処
理
し
戦
争
の
手
段
と
し
て
の
レ
イ
プ
か
ら
女
性
及
び
少
女
を
保
護
す
る
制
度
的
努
力
並
び
に
関
連
法
令
及
び
政
策
実

施
の
徹
底
、
を
定
め
て
い（
９
）る。

な
お
、
国
連
の
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
を
し
た
の
は
一
九
九

二
年
〜
一
九
九
三
年
か
ら
で
あ
り
（
二
三
ヵ
国
対
象
）、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
国
際
労
働
基
準
に
は
、
い
ま
だ
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
明
確
な
規
定
が
な
く
、
特
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
示
さ
れ
て
い
な
（
１０
）
い
。

以
上
、
こ
の
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
国
連
レ
ベ
ル
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
明
確
な
定

義
は
な
い
が
、
締
約
国
に
女
性
差
別
撤
廃
の
た
め
の
政
策
追
求
義
務
を
課
す
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
上
記
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
に

関
す
る
宣
言
や
国
連
の
上
記
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
法
的
性
質
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
明
確
な
定
義
は
必
要
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
も
と
も
と
道
義
的
・
政
治
的
概
念
（m

oral
and
political

concept

）
で
あ
る
女
性
の
人
権
（H

um
an
R
ights

）
を
国
際
法
及
び

国
内
法
に
法
制
度
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
女
性
団
体
等
の
国
際
運
動
の
立
場
で
は
、
こ
れ
ら
の
厳
密
な
定
義
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
よ
う

で
あ
（
１１
）
る
。
そ
れ
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
仕
事
の
出
発
点
は
法
的
概
念
で
は
な
く
、
女
性
の
生
活
の
中
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ひ

と
つ
の
問
題
が
あ
る
法
的
要
素
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
は
、
明
確
な
学
説
の
領
域
で
明
確
な
解
決
の
道
が
あ
る
の
で

は
な
く
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
現
象
や
女
性
の
仕
事
の
法
的
評
価
は
、
女
性
生
活
の
多
く
の
様
相
の
よ
う
に
、
解
決
が
可
能
に
な
る
ま

で
に
様
々
な
学
説
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
超
越
し
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
（
１２
）
え
の
下
で
は
、
厳
密
な
定
義

は
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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二

Ｅ
Ｕ
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

１

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

一
九
八
六
年
一
一
月
、
欧
州
議
会
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
性
的
暴
力
、
私
的
空

間
に
お
け
る
暴
力
、
児
童
の
性
的
虐
待
、
少
数
民
族
の
女
性
、
女
性
難
民
、
女
性
売
買
、
売
春
、
児
童
買
春
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
並

ん
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
、
こ
の
問
題
の
研
究
を
求
め
る
と
と
も
に
、
閣
僚
理
事
会
に
職
場

に
お
け
る
性
的
脅
迫
に
関
す
る
各
国
法
の
調
和
の
た
め
の
立
法
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
欧
州
委
員
会
は
、

「
職
場
に
お
け
る
女
性
の
尊
厳
〜
Ｅ
Ｃ
諸
国
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
の
報
告
」
と
題
す
る
ル
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
報
告
書
を
発
行
し
（
１３
）
た
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
当
初
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
勧
告
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
委
員
会
「
労
働
に
お
け
る
男
性
と
女
性

の
尊
厳
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
」（
一
九
九
一
年
一
一
月
二
七
日
）
に
お
い
て
は
、
「
第
一
条

構
成
国
は
、
上
司
及
び
同
僚
の
行
為
を

含
む
職
場
に
お
け
る
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
を
冒
す
性
的
性
質
を
有
す
る
行
為
そ
の
他
の
性
に
基
づ
く
行
為
は
、
次
の
場
合
に
は
許
容
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
、
及
び
、
か
か
る
行
為
は
、
一
定
の
状
況
の
も
と
で
は
、
指
令
七
六
／
二
〇
七
／
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
第
三
条
、

第
四
条
及
び
第
五
条
の
意
味
す
る
平
等
取
扱
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
の
認
識
を
促
進
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。」

と
規
定
し
て
お
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
を
冒
す
性
に
基
づ
く
行
為
と
定
義
さ
れ
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
は
性
差
別
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
（
１４
）
い
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
「
労
働
に
お
け
る
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
（la

dignité

de
la
fem
m
e
et
de
l’hom

m
e
au
travail

）」と
い
う
概
念
を
用
い
て
お
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
で
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あ
る
と
の
認
識
で
は
な
い
。

Ｅ
Ｕ
は
、
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
各
国
で
深
刻
化
し
、
社
会
的
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
職
場
等
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
及

び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
九
六
年
五
月
三
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
憲
章
（
欧
州
評
議
会
）
に
お
い
て
、

労
働
者
の
労
働
に
お
け
る
尊
厳
の
権
利
を
、
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
第
一
部
…
…
二
六

す
べ
て
の
労
働
者
は
、

労
働
に
お
け
る
尊
厳
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
／
第
二
部
…
…
第
二
六
条
（
労
働
に
お
け
る
尊
厳
の
権
利
）
す
べ
て
の
労
働
者
の
労

働
に
お
け
る
尊
厳
の
権
利
の
有
効
な
行
使
を
確
保
す
る
た
め
に
、
各
当
事
者
国
は
、
使
用
者
及
び
労
働
者
の
諸
組
織
に
諮
問
の
う
え
、
次

の
こ
と
を
合
意
す
る
。
／
一

労
働
に
お
け
る
又
は
労
働
に
関
わ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
啓
蒙
、
情
報
及
び
予
防

を
推
進
し
、
か
か
る
行
為
に
対
し
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
。
／
二

労
働
に
お
け
る
又
は
労

働
に
関
わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
に
対
し
反
復
的
に
向
け
ら
れ
た
非
難
す
べ
き
行
為
又
は
明
ら
か
に
敵
対
的
な
行
為
か
つ
攻
撃
的
な
行
為

に
関
す
る
啓
蒙
、情
報
及
び
予
防
を
推
進
し
、か
か
る
行
為
に
対
し
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
。」

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
で
あ
る
と
の
認
識
は
な
い
。

Ｅ
Ｕ
は
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種
・
民
族
均
等
指
令
（
二
〇
〇
〇
／
四
三
／
Ｅ
Ｃ
）
と
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
七

日
の
雇
用
平
等
取
扱
一
般
枠
組
指
令
（
二
〇
〇
〇
／
七
八
／
Ｅ
Ｃ
）、
及
び
、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
三
日
の
男
女
均
等
待
遇
指
令
（
二
〇

〇
二
／
七
三
／
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
直
接
差
別
、
間
接
差
別
及
び
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
包
摂
す
る
い
わ
ゆ
る
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念

を
採
用
し
、
同
男
女
均
等
待
遇
指
令
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
男
女
共
通
の
性
差
別
と
し
て
い
（
１５
）
る
。

２

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
九
二
年
の
刑
法
典
改
正
に
よ
り
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
新
設
し
、
「
二
二
二
―
三
三
条

職
務
に
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よ
り
得
た
権
限
を
濫
用
す
る
者
が
、
性
的
好
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
命
令
、
脅
迫
又
は
強
制
を
用
い
て
、
他
人
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
一
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
処
す
る
。」
と
規
定
し
、
同
年
の
労
働
法
典
改
正
に
よ
り
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
雇
用
保
護
・
同
防
止
等
の
規
定
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
現
象
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
差
別
と
の
結
び
つ
き
は
考
え
ら
れ
て
い
な
（
１６
）
い
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
七
日
の
社
会
近
代
化
法
に
よ
り
、
刑
法
典
に
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
（harcèlem

ent
m
oral

）

を
新
設
し
て
、
「
二
二
二
―
三
三
―
二
条

他
人
の
権
利
若
し
く
は
尊
厳
を
毀
損
し
、
身
体
的
若
し
く
は
精
神
的
健
康
を
悪
化
さ
せ
、
又

は
職
業
的
将
来
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
、
労
働
条
件
の
毀
損
を
目
的
と
し
若
し
く
は
そ
の
効
果
を
有
す
る
反
復
的
行
為
に
よ
り
他
人
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
一
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。」
と
規
定
し
、
労
働
法
典
に
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
す
る
労
働
者
保
護
規
定
等
を
定
め
た
が
、
こ
の
法
改
正
は
、
上
記
一
九
九
六
年
五
月
三
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
憲
章
の
規
定

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
憲
章
の
規
定
は
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
精
神
的
暴
力
と
し
て
告
発
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体

の
活
動
や
、
社
会
心
理
学
者
の
研
究
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
（
１７
）
る
。

社
会
近
代
化
法
は
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
や
公
的
報
告
書
等
で
職
場
の
暴
力
の
一
形
態
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を

法
的
存
在
と
す
る
と
と
も
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
規
定
を
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
と
統
合
的
に
規
定
し
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
職
務
権
限
の
濫
用
の
要
件
と
、
命
令
、
脅
迫
又
は
強
制
の
使
用
の
要
件
を
削
除
し
、

刑
法
典
「
二
二
二
―
三
三
条

人
が
性
的
好
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
他
人
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
一

万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。」
と
規
定
し
た
た
め
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
は
、
性
的
好
意
を
得
る
目
的
と
一
定
期

間
内
の
行
為
の
反
復
の
み
を
要
件
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
幅
広
い
範
囲
の
行
為
を
と
ら
え
る
も
の
と
な
り
、
新
設
当
初
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
は
変
質
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
（
１８
）
る
。
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フ
ラ
ン
ス
は
、
ま
た
、
上
記
Ｅ
Ｕ
指
令
等
を
国
内
法
化
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
よ
る
二
度
の
催
告
と
制
裁
も
辞
さ
な
い
と
の
勧

告
に
従
い
、
つ
い
に
、
共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規
定
を
定
め
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
を
制
定
し
、
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
、
直
接
差
別
・
間
接
差
別
・
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
な
る
Ｅ
Ｕ
の
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
第

一
条

直
接
差
別
と
は
、
民
族
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
の
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
宗
教
、
信
条
、
年
齢
、
障

害
、
性
的
嗜
好
、
又
は
性
に
基
づ
い
て
、
人
が
、
現
在
、
過
去
又
は
未
来
に
お
け
る
比
較
可
能
な
状
況
に
お
い
て
、
不
利
益
に
取
扱
わ
れ

る
状
況
を
い
う
。
／
間
接
差
別
と
は
、
外
観
上
中
立
的
な
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
で
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
、

あ
る
人
に
対
し
て
他
の
人
に
対
し
て
よ
り
も
特
別
の
不
利
益
を
引
き
起
こ
す
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
が
、

正
当
な
目
的
に
よ
り
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
、
必
要
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
／
差
別
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。
／
一

人
が
被
る
、
そ
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
目
的
若
し
く

は
効
果
を
有
し
又
は
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
屈
辱
的
若
し
く
は
攻
撃
的
な
環
境
を
創
り
だ
す
目
的
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
行
為
で
、
第
一

項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
関
わ
る
行
為
及
び
性
的
意
味
を
有
す
る
行
為
。
／
二

第
二
条
が
禁
止
す
る
行
為
〔
＊
筆
者
註
〜
差
別

行
為
〕
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
命
じ
る
行
為
。」
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
来
の
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

概
念
を
廃
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
概
念
と
同
法
に
よ
る
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
が
併
存
し
て
お
り
（
た
だ
し
、
差
別
的
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
概
念
は
刑
事
裁
判
で
は
適
用
さ
れ
な
い
）、
両
者
の
関
連
が
法
的
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
旧
稿
に
お
い
て

述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
（
１９
）
る
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
と
ら
え
る
考
え
方
は
存
在
す
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
上
記
一
九
九
二
年
刑
法
典
改
正
に
際
し
、
改
正
原
案
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
は
、
法
案
審
議
過
程
の
中
で
、
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ル
ー
デ
ィ
議
員
（
一
九
八
一
年
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
も
と
で
女
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性
の
権
利
大
（
２０
）
臣
）
が
追
加
提
案
し
、
議
会
両
院
の
可
決
に
よ
り
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
案
成
立
に
は
、
上
記
Ｅ
Ｃ
委
員
会

「
労
働
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
尊
厳
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
」
な
ど
の
一
連
の
Ｅ
Ｕ
の
活
動
の
影
響
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
活
動
な
ど

に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
改
革
の
精
神
が
熟
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
（
２１
）
る
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
職
場
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
反
対
す
る
欧
州
協
会
」（A

V
FT
:A
ssociation

européenne
contre

les
V
iolences

faites
aux
Fem
m
es
au
T
ravail.

一
九
八
五
年
創
設
）
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
元
会
長
で
あ
る
社
会

学
者
の
マ
リ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
―
ル
・
ル
イ
に
よ
れ
ば
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
闘
い
は
、
女
性
が
自
分
の
身
体

を
取
り
戻
す
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
妊
娠
中
絶
の
権
利
の
た
め
の
闘
い
、
性
的
損
傷
に
対
す
る
闘
い
、
…
…
夫
婦
間

強
姦
を
含
む
強
姦
に
対
す
る
闘
い
、
近
親
相
姦
に
よ
る
暴
力
な
ど
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
…
…
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
諸
暴
力
に
序

列
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
（
２２
）
る
。
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
性
暴
力
と
み
な
す
歴
史
学
者
も
存
在
す
（
２３
）
る
。

し
か
し
、
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、

物
事
を
混
同
し
て
、
暴
力
概
念
を
拡
大
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
解
釈
の
余
地
を
認
め
る
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
と
批
判
す
る

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
（
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
・
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
）
も
存
在
す
（
２４
）
る
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
一
九
九
二
年
新
刑
法
典
で
は
、violences

（
暴
行
又
は
暴
力
）
と
は
、
身
体
の
完
全
性
に
対
す
る
侵
害
と
な
る

犯
罪
の
総
称
を
い
う
。
そ
れ
は
、
あ
る
者
の
肉
体
的
又
は
心
理
的
完
全
性
に
侵
害
を
加
え
る
行
為
を
い
い
、
現
実
に
肉
体
的
侵
害
を
加
え

な
く
て
も
、
心
理
的
な
効
果
を
も
っ
て
足
り
、
さ
ら
に
は
被
害
者
と
の
直
接
的
な
接
触
も
な
い
場
合
で
も
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
破

毀
院
も
、
暴
行
に
つ
い
て
、
精
神
的
打
撃
を
暴
行
と
見
な
す
た
め
に
身
体
的
暴
行
の
範
囲
を
越
え
た
解
釈
を
し
、
「
被
害
者
に
身
体
的
打

撃
が
な
い
と
き
で
も
、
被
害
者
が
強
烈
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
か
つ
、
被
害
者
に
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
性
質
を
有
す
る
行
為

に
よ
り
成
立
す
る
」
と
し
て
い
る
（
破
毀
院
刑
事
部
二
〇
〇
八
年
三
月
一
八
日
判
決＝
交
通
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
加
害
者
が
バ
ー
ル
を
持
ち
出
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し
て
被
害
者
の
車
の
後
部
ト
ラ
ン
ク
を
被
害
者
の
目
の
前
で
破
壊
し
た
事
案
（
２５
）
等
）。

「
特
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
、カ
ッ
プ
ル
内
で
の
暴
力
及
び
児
童
に
対
す
る
暴
力
の
影
響
に
関
す
る
二
〇
一
〇
年
七
月
九
日
の
法
律（L

oi

n.2010-769
du
9
juillet

2010
relatives

aux
violences

faites
spécifiquem

ent
aux
fem
m
es,
aux
violences

au
sein

des
couples

et

aux
incidences

de
ces
dernières

sur
les
enfants,

Journal
officiel

de
L
a
R
épublique

Française,
10
juillet

2010,
pp.
12762.

）」は
、

第
三
一
条
に
よ
り
刑
法
典
に
二
二
二
―
一
四
―
三
条
を
新
設
し
、
「
こ
の
節
に
規
定
す
る
暴
力
（violences

）
は
、
精
神
的
暴
力
を
含
め

て
、
そ
の
性
質
に
関
わ
ら
ず
禁
止
す
る
。」
と
規
定
し
て
、
新
し
い
暴
行
罪
（les

nouvelles
violences

）
を
創
設
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

刑
法
典
で
禁
止
さ
れ
る
暴
行
は
、
精
神
的
な
暴
行
も
含
む
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
同
法
は
、
こ
れ
を
明
文
化
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
法
同
条
は
、
刑
法
典
二
二
二
―
三
三
―
二
―
一
条
に
カ
ッ
プ
ル
内
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪（délit

de
harcèlem

ent
m
oral

au
sein

du
couple

）
を
新
設
し
、
「
配
偶
者
、
連
帯
民
事
契
約
〔
＊
筆
者
註
〜
通
称
パ
ッ
ク
ス
〕
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
又
は
同
棲
相
手

に
対
し
て
、
身
体
的
精
神
的
健
康
の
悪
化
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
、
生
活
条
件
の
毀
損
を
目
的
と
し
又
は
そ
の
効
果
を
有
す
る
反
復

的
行
為
に
よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
行
為
は
、
そ
れ
が
八
日
以
下
の
完
全
労
働
不
能
を
惹
起
し
た
と
き
又
は
い
か
な
る
労
働
不
能
も
惹
起

し
な
か
っ
た
と
き
は
、
三
年
の
拘
禁
及
び
四
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
し
、
そ
れ
が
八
日
を
越
え
る
完
全
労
働
不
能
を
惹
起
し
た
と
き

は
、
五
年
の
拘
禁
及
び
七
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。
／
こ
の
犯
罪
が
、
被
害
者
の
元
配
偶
者
、
元
同
棲
相
手
又
は
連
帯
民
事
契

約
の
元
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
き
も
、
同
じ
刑
に
処
す
る
。」
と
規
定
し
た
た
め
、
カ
ッ
プ
ル
内
暴
力
の
被
害
者
は
、
性
別
を

問
わ
ず
、
こ
の
保
護
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ッ
プ
ル
内
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
は
、
職
場
に
お
け

る
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
モ
デ
ル
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
２６
）
る
。

以
上
、
こ
の
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
具

体
的
対
応
は
、
「
労
働
に
お
け
る
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
」
と
い
う
男
女
共
通
の
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
差
別
法
理
も
用
い
ら
れ
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る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
上
記
国
連
の
諸
活
動
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い
（
２７
）
る
。

三

わ
が
国
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

わ
が
国
に
お
い
て
、
法
的
に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
概
念
が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
九
九
年
六
月
成
立
・
施
行
の
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
に
関
連
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、
同
法
に
は
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
同
法

が
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

問
題
等
個
別
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
は
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
（
２８
）
る
。

同
法
に
基
づ
き
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
一
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
第
二
部
は
、
「
７

女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
の
章
を
設
け
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、
国
際
的
に
も
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
て
お

り
、
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
で
採
択
さ
れ
た
『
北
京
宣
言
及
び
行
動
綱
領
実
施
の
た
め
の
更
な
る
行
動
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
に
お
い
て

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。」
と
し
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
そ
の
根
絶
に
向
け
て
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
、
「
⑸

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

の
推
進
」
の
項
目
を
設
け
て
い
る
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
明
確
な
定
義
を
定
め
て
い
な
（
２９
）
い
。

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
も
、
第
二
部
で
、
「
７

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力

の
根
絶
」
の
章
を
設
け
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、
国
際
的
に
も
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
平
成
七

年
（
一
九
九
五
年
）
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
『
北
京
宣
言
及
び
行
動
綱
領
』
及
び
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
の
『
北
京
宣
言
及
び
行
動

綱
領
実
施
の
た
め
の
更
な
る
行
動
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
に
お
い
て
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
『
北
京
＋
一
〇
』（
第
四
九
回
国
連
婦
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人
の
地
位
委
員
会
）
に
お
い
て
も
そ
の
内
容
が
再
確
認
さ
れ
た
。」
と
し
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重

大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
根
絶
に
向
け
て
努
力
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
、
「
⑸

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
推
進
」
の
項
目
を
設
け
て
い
る
が
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
明
確
な
定
義
を
定
め
て
い
な
い
。

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
も
、
第
一
部
・
基
本
的
な
方
針
で
、
基
本
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
④
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
を
掲
げ
、
第
二
部
・
施
策
の
基
本
的
方

向
と
具
体
的
施
策
に
「
第
九
分
野
・
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
を
設
け
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為

を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
そ
の
回
復
を
図
る
こ
と
は
国
の
責
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く

上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。」
と
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
、
新
た
な
視
点
か
ら
迅

速
か
つ
効
果
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
「
７

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
推
進
」

の
項
目
を
設
け
て
い
る
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
明
確
な
定
義
は
な
い
。

な
お
、
わ
が
国
の
刑
法
に
お
い
て
暴
力
（violence
）
に
あ
た
る
暴
行
と
は
、
法
的
に
は
、
人
に
対
す
る
有
形
力
の
行
使
を
い
い
、
い

わ
ゆ
る
暴
力
の
行
使
の
み
な
ら
ず
、
音
、
光
、
熱
等
に
よ
る
作
用
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
例
は
、
暴
行
を
緩
や
か
に
と
ら

え
て
お
り
、
暴
行
と
は
、
人
の
身
体
に
対
す
る
不
法
な
一
切
の
攻
撃
方
法
を
含
み
、
性
質
上
傷
害
の
結
果
を
惹
起
す
べ
き
も
の
で
あ
る
必

要
は
な
く
（
大
判
昭
八
・
四
・
一
五
刑
集
一
二
巻
四
二
七
頁
）、
大
太
鼓
、
鉦
等
を
連
打
し
て
意
識
朦
朧
と
し
た
気
分
を
与
え
又
は
脳
貧

血
を
起
こ
さ
せ
、
息
詰
ま
る
程
度
に
さ
せ
た
こ
と
も
暴
行
で
あ
り
（
最
二
小
判
昭
二
九
・
八
・
二
〇
刑
集
八
巻
八
号
一
二
七
七
頁
）、
狭

い
室
内
で
脅
か
す
た
め
に
日
本
刀
を
振
り
回
す
行
為
も
暴
行
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る
が
（
最
三
小
決
昭
二
八
・
二
・
一
九
刑
集
七
巻
二

号
二
八
〇
頁
）、
力
学
的
作
用
以
外
の
有
形
力
の
行
使
に
つ
い
て
暴
行
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
傷
害
の
危
険
が
発
生
す
る
場
合
に
限
ら
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れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
や
、
暴
行
概
念
が
無
限
定
に
広
が
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
暴
行
罪
（
刑
法
第
二
〇
八
条
）
も
身

体
に
対
す
る
犯
罪
の
ひ
と
つ
で
あ
る
か
ら
、
身
体
に
対
す
る
有
形
力
の
行
使
と
し
て
身
体
的
・
生
理
的
苦
痛
の
惹
起
は
必
要
で
あ
り
、
単

に
心
理
的
な
不
快
感
、
嫌
悪
感
を
催
す
程
度
の
も
の
は
除
か
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
（
３０
）
る
。
ま
た
、
傷
害
罪
（
第
二
〇
四
条
）
に
つ
い
て
は
、

傷
害
行
為
の
態
様
は
有
形
力
の
行
使
に
限
ら
れ
て
い
な
い
が
、
長
期
の
無
言
電
話
に
よ
り
上
司
を
精
神
衰
弱
症
に
陥
ら
せ
た
行
為
が
傷
害

罪
に
当
た
る
と
し
た
例
（
傷
害
・
脅
迫
被
告
事
件
・
東
京
地
判
昭
五
四
・
八
・
一
〇
判
時
九
四
三
号
一
二
二
頁
）
や
、
連
日
の
上
司
宅
へ

の
怒
号
・
騒
音
等
に
よ
り
不
安
及
び
抑
う
つ
状
態
に
陥
ら
せ
た
行
為
が
傷
害
罪
に
当
た
る
と
し
た
例
が
あ
る
（
器
物
損
壊
傷
害
被
告
事
件

・
名
古
屋
地
判
平
六
・
一
・
一
八
判
タ
八
五
八
号
二
七
二
頁
）。

刑
法
上
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
暴
行
罪
等
に
当
た
る
も
の
の
み
が
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
（
３１
）
る
。

以
上
、
こ
の
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
男
女
双
方
を
対
象
と
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
に
基
づ
く
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
上
の
具
体
的
施
策
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策
概
念
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
そ
の
明
確
な
定

義
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
は
論
じ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
と
ら
え
る
こ
と
の
意
義
を
検
討
し
て
き
た
が
、
国
連
に
お
い

て
は
、
締
約
国
に
女
性
差
別
撤
廃
の
た
め
の
政
策
追
求
義
務
を
課
す
と
い
う
女
性
差
別
撤
廃
条
約
や
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
に
関
す

る
宣
言
の
法
的
性
質
等
か
ら
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
明
確
な
定
義
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
国
際
的
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
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ト
の
明
確
な
定
義
も
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
態
様
が
多
様
で
あ
る
上
、
国
に
よ

り
そ
の
理
解
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
共
通
の
明
確
な
定
義
や
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
に
適
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
と
法
制
度
の
も
と
に
適
宜
対
応
す
る
し

か
な
い
の
で
あ
る
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
概
念
は
、
レ
イ
プ
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
適
合
す
る
概
念
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
上
記
事
情
の
ほ
か
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
一
九
九
七
年
改
正
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
事
業
主
の

配
慮
義
務
を
定
め
る
第
二
一
条
で
は
、
女
性
労
働
者
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
み
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、

二
〇
〇
六
年
改
正
に
よ
る
同
事
業
主
の
措
置
義
務
を
定
め
る
第
一
一
条
で
は
、
男
女
労
働
者
に
対
す
る
そ
れ
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

一
九
九
七
年
均
等
法
改
正
以
前
よ
り
不
法
行
為
判
例
に
よ
り
構
築
・
保
護
さ
れ
て
き
た
被
害
者
の
人
格
権
は
、
男
女
共
通
の
権
利
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
法
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律
）
は
、
制
定
当
初
よ
り
男
女
配
偶
者
を
保
護
す
る
た
め
の
法
律
で
あ
る
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
（
二
〇
〇
〇
年
制
定

・
施
行
）
も
、
男
女
に
対
す
る
行
為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
含
め
て
、
関
連
す
る
法

制
度
上
男
女
平
等
が
進
展
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
法
理
・
実
務
が
あ
る
程
度
成
熟
し
た
現
在
の
わ
が
国
に
お
い

て
（
３２
）
は
、
あ
え
て
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
概
念
を
使
用
す
る
必
要
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
解
釈
な
ど
に
お
い
て
濫
用
的
に
こ
の
概

念
を
使
用
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
法
的
議
論
を
混
乱
さ
せ
、
問
題
の
解
決
を
妨
げ
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
上
記
国
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
連
し
て
国
連
事
務
局
経
済
社
会
局
女
性
の
地
位
向
上
部
が
二
〇
〇
八
年
に
発
刊
し
た
「
女
性
に
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対
す
る
暴
力
に
関
す
る
立
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
化
す
る
こ
と
等
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
犯
罪
化
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
制
の
課
題
で
あ
（
３３
）
る
。

註（
１
）

Sally
E
ngle

M
erry,

H
um
an
R
ights

and
G
ender

V
iolence

−
T
ranslating

International
L
aw
into
L
ocal

Justice,
T
he
U
niversity

of
C
hicago

Press,
2006,

p.76.
山
下
泰
子
『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
展
開
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
四
五
頁
、
国
際
女
性
の
地
位
協
会
編
『
コ
ン
メ
ン
タ

ー
ル
女
性
差
別
撤
廃
条
約
』
尚
学
社
、
二
〇
一
〇
年
、
七
頁
、
一
八
〇
頁
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
哲
学
的
に
研
究
さ
れ
、
「
暴
力
」
と
は
何
か
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
い
う
特
別
の
暴
力
形

態
と
は
何
か
が
、
論
じ
ら
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
（Stanley

G
.
French,

W
anda

Teays
and
L
aura

M
.
Purdy

ed.,

V
iolence

A
gainst

W
om
en
−
Philosophical

Perspectives,
C
ornel

U
niversity

Press,
1998,

p.1.

）。
一
九
八
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
議
論
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
・
フ
ッ
ク
ス
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
主
張
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
七
二
頁
以

下
（
原
著
は
一
九
八
四
年
刊
）
等
を
参
照
。
な
お
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ａ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
範
囲
を
幅
広
く
と
ら
え
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ａ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
『
女
の
法
、
男
の
法
・
下
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
二
六
一
頁
以
下
を
参
照
。
ア
メ

リ
カ
の
犯
罪
研
究
で
は
、
狭
い
法
的
概
念
に
よ
り
性
的
な
身
体
的
暴
力
が
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
精
神
的
虐
待
の
分
野
で
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

幅
広
い
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（W

alter
S.
D
eK
eseredy

and
M
artin

D
.
Schw

artz:
D
efinitional

Issues,
in
C
laire

M
.
R
enzetti,

Jeffrey
L
.

E
dleson

and
R
aquel

K
ennedy

B
ergon

ed.,
Sourcebook

on
V
iolence

A
gainst

W
om
en,
Sage

Publications,
2001,

pp.26
et
s.

）。

（
３
）

C
hristine

C
hinkin:

Sexual
H
arassm

ent
−
A
n
International

H
um
an
R
ights

Perspective,
in
C
atharine

A
.
M
acK
innon

&
R
eva
B
.
Sigel

ed.,

D
irections

in
Sexual

H
arassm

ent
L
aw
,Y
ale
U
niversity

Press,
2004,

pp.655
et
s.

一
九
八
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
、
リ
サ
・
タ
ト
ル
『
新
版
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
事
典
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
）
三
九
六
頁
以
下
で
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
一
形
態
と
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
九
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
、
マ
ギ
ー
・

ハ
ム
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
辞
典
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
）
三
三
六
頁
以
下
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
一
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
末
よ
り
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
教
授
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
活
動
家
や
法
律
家
達
は
、
女
性
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虐
待
、
レ
イ
プ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
、
い
く
つ
か
の
相
互
関
連
の
あ
る
女
性
に
対
す
る
危
害
に
つ
い

て
、
社
会
的
認
識
の
変
更
と
法
的
定
義
の
形
成
を
試
み
る
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（E

lizabeth
M
.
Schneider,

B
attered

W
om
en
&

Fem
inist

L
aw
m
aking,Y

ale
U
niversity

Press,
2000,

p.74.

）。

（
４
）
国
際
女
性
の
地
位
協
会
編
『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
〜
国
際
化
の
中
の
女
性
の
地
位
』
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
、
四
六
頁
、
ゆ
の
ま
え
知
子
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
」（
井
上
輝
子
ほ
か
編
『
岩
波
女
性
学
事
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
二
三
二
頁
、
赤
松
良
子
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
国
際

女
性
六
巻
三
頁
。

（
５
）
浅
倉
む
つ
子
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」（
前
掲
『
岩
波
女
性
学
事
典
』
岩
波
書
店
）
二
九
六
頁
。

（
６
）
国
際
女
性
の
地
位
協
会
編
『
新
版
・
女
性
の
権
利
〜
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

女
性
差
別
撤
廃
条
約
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
六
九
頁
（
林
陽
子
）、

中
島
通
子「『
女
性
の
人
権
論
』
の
新
た
な
展
開
」（
渡
辺
和
子
編
著
『
女
性
・
暴
力
・
人
権
』
学
陽
書
房
、
一
九
九
四
年
）
三
〇
頁
以
下
、
山
下
泰

子
前
掲
書
二
五
頁
、
辻
村
み
よ
子
『
憲
法
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〜
男
女
共
同
参
画
と
多
文
化
共
生
へ
の
展
望
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
、
四
六
頁
。
林
陽

子
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
〜
三
〇
年
目
の
到
達
点
」
国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
巻
（
二
〇
一
〇
年
）
六
頁
は
、
国
連
の
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
が
、
一
九
八
九
年
に
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
一
般
的
勧
告
一
二
」
を
採
択
し
、
暴
力
の
例
示
と
し
て
「
性
的
暴
力
、
家
庭
内

の
虐
待
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
三
つ
を
シ
ン
プ
ル
に
示
し
た
と
し
て
い
る
。

（
７
）
滝
澤
美
佐
子
『
国
際
人
権
基
準
の
法
的
性
格
』
国
際
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
頁
以
下
。
な
お
、
国
連
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
の
第
一
回
国

連
総
会
に
お
け
る
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
勧
告
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
野
澤
基
恭
「
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
条
約
適
用
に
関
す
る
国
際
法
上
の
論
点
〜
『
Ｉ
Ｃ
Ｊ
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
』
を
手
が
か
り
に
し
て
」
平
成
国
際
大
学
研
究
所
紀
要

一
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
八
五
頁
を
参
照
、
ま
た
、
国
連
総
会
決
議
等
は
、
将
来
的
に
条
約
、
国
際
慣
習
法
に
移
行
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
積

極
的
な
側
面
を
持
つ
一
方
で
、
概
念
が
曖
昧
で
、
「
法
」
と
「
非
法
」
の
中
間
領
域
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
法
体
系
総
体
を
脆

弱
化
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
点
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
「
現
代
国
際
法
に
お
け
る
国
際
慣
習
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

憲
法
研
究
三
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
〇
頁
を
参
照
。

（
８
）

C
.
C
hinkin,

op.cit.,
pp.663

et
s.

山
下
泰
子
前
掲
書
二
五
頁
以
下
、
ラ
デ
ィ
カ
・
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
〜
国
連
人
権
委
員
会
特

別
報
告
書
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
四
頁
以
下
、
同
『
国
連
人
権
委
員
会
特
別
報
告
者
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
最
終
報
告
書
〜
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
め
ぐ
る
一
〇
年
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
頁
以
下
、
三
八
頁
以
下
。
特
別
報
告
者
に
つ
い
て
は
、
滝
澤
美
佐
子
前
掲
書
一
一
一
頁
以
下

が
詳
し
い
。

（
９
）

S.
E
.
M
erry,

op.
cit.,
p.76.;

In-depth
study

on
all
form
s
of
violence

against
w
om
en
−
R
eport

of
the
Secretary-G

eneral,
U
nited

N
ations,
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G
eneral

A
ssem
bly,
A
/61/122/A

dd.1,
pp.9

et
s.;
Intensification

of
efforts

to
elim
inate

all
form
s
of
violence

against
w
om
en
−
R
eport

of

Secretary-G
eneral,

U
nited

N
ations,

G
eneralA

ssem
bly,A

/64/151,
p.4.

締
約
国
の
報
告
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
掲
国
際
女
性
の
地
位
協
会
編
『
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
女
性
差
別
撤
廃
条
約
』
三
七
一
頁
以
下
を
参
照
。
国
連
事
務
総
長
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
国
際
連
合
女
性
の
地
位
向
上
部

『
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
立
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
信
山
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
頁
以
下
、
国
際
連
合
女
性
の
地
位
向
上
部
『
女
性
へ
の
暴
力

防
止
・
法
整
備
の
た
め
の
国
連
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
梨
の
木
舎
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
１０
）

A
driane

R
einhart,

Sexual
H
arassm

ent:
IL
O
Survey

of
C
om
pany

Practice
−
A
dressing

sexual
harassm

ent
in
the
w
orkplace−

A

M
anagem

ent
inform

ation
booklet,

International
L
abour

O
ffice,

1999,
p.viii.

（
ア
リ
ア
ン
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
『
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
〜
欧
米
企
業
の
実
践
実
例
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
調
査
〜
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の
具
体
的
な
手
順
と
対
策
』
日
科
技
連
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
ｘ
頁
）、
大
羽
綾

子
「
報
告
書
紹
介

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
的
対
策
〜
Ｉ
Ｌ
Ｏ
『
労
働
条
件
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
第
一
一
巻
職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
闘
う
』（
そ
の
一
）」世
界
の
労
働
一
九
九
四
年
五
・
六
月
号
一
五
頁
。
拙
著
『
改
訂
版
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理

〜
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
比
較
法
的
検
討
』
労
働
法
令
、
二
〇

〇
四
年
、
六
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
概
念
か
ら
論
じ
る
も
の
と
し
て
、

西
谷
敏
『
人
権
と
し
て
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
〜
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
』
旬
報
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
六
八
頁
以
下
が
あ
る
。

二
〇
一
一
年
六
月
一
六
日
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
家
事
労
働
者
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
に
関
す
る
条
約
」
は
、
「
第
五
条

締
約
国

は
、
家
事
労
働
者
が
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
虐
待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
暴
力
か
ら
効
果
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
暴
力
の
定
義
は
な
い
（International

L
abour

C
onference,

Provisional
R
ecord

/
C
om
pt

rendu
provisoire,15A

,
O
ne
hundredth

Session,
G
eneve,

2011.

）。

（
１１
）

Saladin
M
eckled-G

arcía
and
B
a
ak
Ç
ah
ed.,
T
he
L
egalization

of
H
um
an
R
ights

−
M
ultidisciplinary

perspectives
on
hum
an
rights

and

hum
an
rights

law
,
R
outledge,

2006,
p.
i,
p.
101.

（
１２
）

R
egina

G
raycar

and
Jenny

M
organ:

L
egal

C
ategories,

W
om
en’s

L
ives

and
the
L
aw
C
urriculum

−
O
r:
m
aking

gender
exam

inable,

Sydney
L
aw
R
eview

18
(1996):

431-50
(in
Joanne

C
onaghan

ed.,
Fem
inist

L
egal

Studies
−
C
ritical

C
oncepts

in
L
aw
,
R
outledges,

2009,

volum
e
I,
p.121.

）.

マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
人
権
と
は
、
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
義
務
だ
け
で
は
虐
待
を
防
ぐ
の
に
十
分
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
で
あ
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
義
務
が
ま
っ
た
く
は
た
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
人
間
の
良
心
に
も
と
づ
い

て
は
た
す
べ
き
自
然
的
義
務
を
、
法
的
な
用
語
の
か
た
ち
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。」（
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
『
人
権
の
政
治

学
』
風
行
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
五
頁
）
の
で
あ
る
。
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（
１３
）
濱
口
桂
一
郎
『
Ｅ
Ｕ
労
働
法
の
形
成
〜
欧
州
社
会
モ
デ
ル
に
未
来
は
あ
る
か
？
』
日
本
労
働
研
究
機
構
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
一
頁
以
下
。

（
１４
）
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
著
四
六
〇
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１５
）

D
anièle

L
ochak:

L
a
notion

de
discrim

ination
dans

le
droit

français
et
le
droit

européen,
dans

M
iyoko

T
ujim
ura
et
D
anièle

L
ochak

éd.,

L’égalité
des
sexes:

L
a
discrim

ination
positive

en
question,

Sécurité
de
législation

com
parée,

2006,
pp.50

et
s.

拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
法
律
論
叢
八
一
巻
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
二
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
１６
）

C
laire

A
ubin

et
B
enjam

in
Joly:

D
e
l’égalité

à
la
non-discrim

ination:
le
développem

ent
d’une

politique
européenne

et
ses
effets

sur

l’approche
française,

D
roit
social,

2007,
p.
1229.

前
掲
拙
著
四
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
１７
）

G
eorges

Piccas:
L
e
harcèlem

ent
m
oral
au
travail,

Petites
affiches,

21
janvier

2002,
no
15,
p.53.

石
井
保
雄
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
『
精

神
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
と
は
何
か
〜
そ
の
概
念
理
解
に
つ
い
て
」
季
刊
労
働
法
二
一
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
四
頁
以
下
、
前
掲
拙
著
三
七
九
頁
以

下
も
参
照
。

（
１８
）

E
velyne

M
onteiro:

L
e
concept

harcèlem
ent
m
oral
dans

le
code

pénal
et
le
code

du
travail,

R
SC
,
2003,

pp.277
et
s.

社
会
近
代
化
法
に

よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
変
質
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
三
七
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
１９
）
拙
稿
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
人
格
権
ア
プ
ロ
ー
チ
と
性
差
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
並
存
」
平
成
法
政
研
究
一
四
巻
二
号
（
二
〇

一
〇
年
）
八
三
頁
以
下
。

（
２０
）
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ル
ー
デ
ィ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
伝
で
あ
る
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ル
ー
デ
ィ
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
の
現
在
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年

が
あ
る
。

（
２１
）

Françoise
D
ekeuw

er-D
efossez:

L
e
harcèlem

ent
suxuel

en
droit

français:
discrim

ination
ou
atteinte

à
la
liberté

?
(A
propos

de
l’article

222-22
du
nouveau

C
ode
pénal

et
de
la
loi
n.92-1179

du
2
novem

bre
1992

relative
à
l’abus

d’autorité
en
m
atière

sexuelle),
JC
P93,

éd.G
,

I,
3362,

p.137;
C
atherine

V
éron-C

lavière,
Philippe

L
afrarge

et
Jacques

C
lavière-Schiele,

D
roit
pénal

du
travail,

D
alloz,

1997,
no
40.

前
掲

拙
著
四
七
頁
以
下
も
参
照
。

（
２２
）

C
athrine

L
e
M
agueresse:

H
arcèlem

ent
sexuel

en
France:

les
errem

ents
du
droit,

dans
A
FE
M
,
E
galité

des
genres

et
com
bat
contre

le

harcèlem
ent
sexuel:

les
politiques

de
l’U
nion

européenne,A
nt.
N
.
Sakkoulas

&
B
ruylant,

2009,
p.
48.

マ
リ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
・
ル
イ

「
フ
ラ
ン
ス
の
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
何
を
問
わ
れ
て
い
る
か
」（
ミ
ラ
ン
ダ
・
デ
ー
ビ
ス
編
『
世

界
の
女
性
と
暴
力
』
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
六
七
頁
以
下
。

（
２３
）
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ィ
ガ
レ
ロ
『
強
姦
の
歴
史
』
作
品
社
、
一
九
九
九
年
、
三
二
一
頁
以
下
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
「
性
暴
力
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（violence
sexuelle

）」と
い
う
言
葉
が
同
義
語
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
野
芳
久
「
性
暴
力
と
闘
う
刑
法
」（
植
野

妙
実
子
・
林
瑞
枝
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
地
平
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
六
頁
参
照
。

（
２４
）
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
・
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
『
迷
走
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
〜
こ
れ
で
い
い
の
か
女
と
男
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
頁
以
下
。

（
２５
）

Y
ves
M
ayaud:

Infractions
contre

les
personnes,

R
SC
Juillet/Septem

bre
2008,

pp.587
et
s.

山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
六
二
七
頁
、
『
フ
ラ
ン
ス
法
律
用
語
辞
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
、
三
〇
四
頁
。

（
２６
）

Juliette
Sygut:

H
arcèlem

ent
au
travail,

harcèlem
ent
au
sein

du
couple:

quand
des
faits

de
m
êm
e
nature

produisent
le
m
êm
e
droit,

G
azett

du
palais,

m
ercledi

20,
jeudi

21
octobre

2010,
p.8.;

Patrick
M
aistre

du
C
ham
bon:

Q
uelques

considérations
sur
le
droit

pénal
de
la

fam
ille,
L
a
Sem
aine

juridique,
E
d.G
.,
N
o.1-2,

10
janvier

2011,
pp.16

et
s.

二
〇
一
〇
年
七
月
九
日
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
神
尾
真
知
子「〈
シ

リ
ー
ズ
〉
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

海
外
の
動
向
〜
フ
ラ
ン
ス
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
八
頁
以
下
も
参
照
さ
れ

た
い
。

（
２７
）
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
植
野
妙
実
子
「
女
性
の
人
権
に
対
す
る
各
国
の
対
応
〜
フ
ラ
ン
ス
」（
山

下
泰
子
・
植
野
妙
実
子
編
著
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
国
際
法
学
の
構
築
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
）
五
五
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
２８
）
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
監
修
『
わ
か
り
や
す
い
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
、
九
頁
。

（
２９
）
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
編
『
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
』
財
務
省
印
刷
局
、
二
〇
〇
一
年
、
六
九
頁
以
下
。

（
３０
）
大
塚
仁
・
川
端
博
編
『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

刑
法
５
』
三
省
堂
、
一
九
九
七
年
、
三
八
八
頁
以
下
。

（
３１
）
後
藤
弘
子
「
刑
事
法
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
吉
岡
睦
子
・
林
陽
子
編
著
『
実
務
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
講
義
』
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
）
二
七
五
頁

等
参
照
。

（
３２
）
拙
稿
「
書
評
・
小
島
妙
子
著
『
職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
〜
使
用
者
責
任
と
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）」ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）

一
五
五
頁
。

（
３３
）

T
he
D
ivision

for
the
A
dvancem

ent
of
W
om
en
in
the
D
epartm

ent
of
E
conom

ic
and
Social

A
ffairs

of
the
U
nited

N
ations

Secretariat,

H
andbook

for
L
egislation

on
V
iolence

against
W
om
en,
U
nited

N
ations,

2010,
pp.27et

s.

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
立
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
３
・
４
・
３
・
２

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
定
義
す
る
。
／
勧
告
／
立
法
は
、

次
に
掲
げ
る
こ
と
を
す
べ
き
で
あ
る
。
●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
化
す
る
こ
と
。
／
●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
差
別

の
一
形
態
及
び
健
康
と
安
全
に
関
す
る
結
果
を
伴
う
女
性
の
人
権
侵
害
と
承
認
す
る
こ
と
。
／
●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
、
雇
用
（
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
雇
用
部
門
を
含
む
）、
教
育
、
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
授
受
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
並
び
に
財
産
取
引
に
お
け
る
も
の
を
含
む
、
上
下
及
び
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水
平
関
係
に
お
け
る
望
ま
れ
な
い
所
定
の
行
動
と
定
義
す
る
こ
と
。
／
●
望
ま
れ
な
い
所
定
の
行
動
は
、
（
直
接
的
又
は
暗
示
的
な
）
身
体
的
行
為

及
び
誘
い
、
性
的
好
意
の
要
求
又
は
要
請
、
性
的
言
動
、
性
的
に
あ
ら
わ
な
画
像
、
ポ
ス
タ
ー
又
は
落
書
き
を
表
示
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
性
的
性

質
を
有
す
る
身
体
的
、
言
葉
に
よ
る
又
は
非
言
語
的
行
為
を
含
む
と
規
定
す
る
こ
と
。
／
解
説
／
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
伝
統
的
に
、

労
使
関
係
に
関
わ
る
犯
罪
と
し
て
の
み
考
え
ら
れ
、
（
ボ
ス
と
被
用
者
の
よ
う
に
）
不
平
等
な
力
関
係
の
脈
絡
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
も
の
と
定
義

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
し
ば
し
ば
各
国
の
労
働
法
典
で
取
り
扱
わ
れ
、
正
規
の
雇
用
部
門
の
か
か
る
行

動
を
経
験
し
た
者
に
の
み
適
用
さ
れ
て
き
た
。
各
国
は
、
次
第
に
、
そ
れ
ら
の
限
界
を
知
る
に
至
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
よ
り
総

合
的
に
、
か
つ
、
差
別
禁
止
法
や
刑
法
な
ど
の
様
々
な
法
律
で
処
理
し
は
じ
め
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
の
差
別
禁

止
法
（
一
九
七
七
年
）
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
雇
用
、
教
育
機
関
、
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
授
受
、
宿
泊
設
備
を
借
り
る
こ
と
又

は
借
り
よ
う
と
す
る
こ
と
、
土
地
の
売
買
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
生
じ
る
と
き
は
違
法
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
ト
ル
コ
で
は
、
二
〇
〇
四

年
刑
法
典
大
改
正
の
ひ
と
つ
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
犯
罪
化
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
三

つ
の
法
律
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
性
犯
罪
法
（
二
〇
〇
六
年
）
第
二
三
条
（
権
限
あ
る
地
位
に
あ
る
者
又
は
公
務
に
あ
る
者
の

犯
罪
）、
雇
用
法
（
二
〇
〇
七
年
）
第
六
条
（
使
用
者
又
は
同
僚
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
及
び
公
務
員
倫
理
法
（
二
〇
〇
三
年
）
第
二
一
条
（
公

役
務
内
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
公
役
務
規
定
）
で
あ
る
。
イ
ン
ド
最
高
裁
判
所
は
、
ヴ
ィ
シ
ャ
ー
カ
対
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
オ
ー
ル
ス
州

航
空
事
件
に
お
い
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
第
一
一
条
、
第
二
二
条
及
び
第
二
三
条
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
第
一
九
号
勧
告
、
北
京
行
動
綱
領
の

（
職
場
の
安
全
衛
生
に
関
わ
る
）
関
連
節
を
適
用
し
て
、
『
職
場
』
の
幅
広
い
定
義
を
喚
起
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
的
拘
束
力

あ
る
定
義
を
創
設
し
た
。」

筆
者
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
犯
罪
化
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
二
九
三
頁
以
下
及
び
拙
稿「
台
湾
の
セ
ク
ハ
ラ
罪
」

労
働
法
律
旬
報
一
七
四
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。


